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ベイルアウトしたポリプの基盤固定・増殖とその界⾯解析 

関⻄⼤学⼤学院・理⼯学研究科・化学⽣命⼯学専攻 上坂菜々⼦ 
 

1. 背景と⽬的 
ハードコーラルでは⽔温上昇など周囲の環境が悪化す

ると，そのストレスによりポリプが⾻格から剥離・脱離
する。我々は，そのストレス忌避反応を⼈⼯的に誘発し，
サンゴ⽚からベイルアウトしたポリプを起点にサンゴを
増殖する⼿法を開発している。本研究では，(A)ポリプの
ベイルアウト現象に及ぼす⾻格構造の影響，(B)ベイルア
ウトしたポリプをチタン(Ti)基盤へ効率的に固定化する
表⾯修飾について調査することを⽬的とした。 
 
2. 実験⽅法 
(A) ポリプベイルアウトの誘発 
約 10 mm に切断したハナヤサイサンゴの⼩⽚を⼩型

⽔槽（⼈⼯海⽔，塩分濃度 3.5%，3500 m L）に⼊れ，塩
分濃度変化によるストレスを与え，ポリプベイルアウト
の⼈⼯誘発を試みた。ベイルアウトに要する時間と⾻格
の特徴を⽐較した。 
(B) ポリプの基盤接着に及ぼす表⾯修飾の影響 
⼯業⽤順 Ti 板にサンドブラスト処理を施した。さらに

その基盤の⼀部には陽極酸化処理も施した。ポリプを播
種し，接着挙動を観察した。また，QCM 法と光学顕微鏡
(OM)を併⽤して接着過程のその場観察を試みた。 
 
3. 結果と考察 
(A)ポリプベイルアウトの誘発 
(1)ストレスの種類 
⼈⼯海⽔の塩分濃度を 3.5％から徐々に上昇させるとポ

リプのベイルアウトを誘発できた。5 h で 5.5%に上昇さ
せた場合，最も早く，かつ活発な単離ポリプを得ること
ができた。⼀⽅，塩分濃度を低下させるとベイルアウト
は誘発できなかった。なお，この⽐較は同じ個体から切
断した断⽚で⾏った。 
(2)ベイルアウトの難易と⾻格の関係 
異なる個体のハナヤサイサンゴに対して同じ塩分濃度

上昇によるストレスを与え，ベイルアウト誘発に要する
時間を⽐較した。Coral A では約 15 h, Coral B では約 24 
h であった。Corallite の構造に関連するパラメータを測

定した(図 1)。Corallite間の距離が短く，開⼝径が⼤きく
なるほどベイルアウトに要する時間が短くなる傾向が認
められた。 
(B) ポリプの基盤接着に及ぼす表⾯修飾の影響 
(1) ポリプの基盤密着と表⾯状態 
#24，#36，#46 の研削剤でサンドブラスト処理した純

Ti 表⾯の算術平均粗さは，それぞれ Ra=6.4 μm，3.3 μm， 
3.0 μm となった。なお，未処理材のそれは Ra=0.6 μm で
あった。粗い⽅が早期に基盤密着する傾向が認められた
(図 2)。さらに酸化チタン(TiO2) を成膜すると純 Ti に
⽐べその密着は 1 h 程度早期化した。TiO2の成膜により，
表⾯⽔酸基密度が上昇したことに起因すると考えている。 

 
(2) ポリプ密着過程のその場観察 
QCM における共振周波数(F )の減少・増加は表⾯付着
物の質量増加・減少，共振抵抗(R )の増加・減少は表⾯近
傍の粘性増加・減少を⽰唆する。TiO2を成膜した ITO電
極⽔晶振動⼦に単離したポリプを播種し，Fと Rの経時
変化を追跡した(図 3)。播種 20 h後に質量増加が，少し
遅れて粘性増加が観察された。これはポリプの密着，拡
張を反映していると考えている。これらの挙動は底部か
ら観察した OM 観察の結果とほぼ⼀致していた。Ti の
表⾯修飾材に⽐べポリプの接着が遅いのは，ドライプロ
セスで TiO2膜を合成したため，表⾯⽔酸基密度が低いこ
とに起因すると考えている。 

 
図 1 Coralliteに関連する構造パラメータ 

 
 

 
図 2 粗さを変化させた TiO2成膜基盤における 

ポリプ密着率の経時変化 
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図 3 ポリプを播種した TiO2膜付き⽔晶振動⼦に 
おける共振周波数(F )と共振抵抗(R )の経時変化 
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